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G空間社会のイメージ 
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安否情報 
被災状況 

東日本大震災復興への貢献 イメージ 

救助指示 
衛星運用センター 

準天頂衛星 

リアルタイム 
津波監視 

測量 

観光 
地域産業振興 IT農林水産業 

IT施工 

ITS 

都市計画 
（新たなまちづくり） 

医療・見守り 
物流 

がれき処理 

災害対策本部 

モバイルマッピング 
システム（MMS)で効率的に 

目印の建物が無くなって
も、緯度・経度・高さで居
場所が確実に 

迅速な救援・救助 

基盤データ・主題データ 
の集約・管理 

基盤データ 

被害状況 

G空間情報センター 

インフラデータ 

避難所 

避難誘導 
災害情報 

防災システムの事例 
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東日本大震災復興への貢献 防災システムの事例-1 
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東日本大震災復興への貢献 防災システムの事例-2 
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地理空間情報 
ライブラリー 

国土地理院 

災害データ 
アーカイブなど 

気象情報 
洪水情報など 

統計情報､国土数値情報 

国勢調査､災害リスク情報など 

ライフライン施
設情報､交通
施設情報 

 
 

 
 

衛星画像､地図､ 
カーナビ情報など 

大学 
研究機関 

気象庁 
国土交通省 

各省庁 公益事業者 民間事業者など 

基盤データ・主題データ 
の集約・管理 

基盤データ 

被害状況 

G空間情報センター 

ｲﾝﾌﾗﾃﾞｰﾀ 

地震・津波の 

観測システム 

準天頂衛星 

利用者 

行政、民間、研究者、NPOなど 

大規模災害への対応準備活動、発災時の 
緊急対応活動を、情報収集・流通・加工・ 
視覚化・提供などにより支援 
 

多くの観測システムやデータサーバーと 

連携し、情報の検索・収集のワンストップ
サービスを実現 
 

平常時から利用できるデータ・情報の 
利活用推進 

東日本大震災復興への貢献 G空間情報センター 
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Ｇ空間プロジェクトの経済効果 

（産経新聞2011年9月18日朝刊） 
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システム 2011 2013 2015 2017 2019 

米国 
GPS 

ロシア 

GLONASS 

ＥＵ 
Gａｌｉｌｅｏ 

中国 Cｏｍｐａｓｓ 
（北斗） 

インド 

IRNSS 

日本 
QZSS 

△18機の初期運用体制確立､一部サービス開始 ▲軌道上試験機（４機） 
  打上開始 △30基体制確立､フルサービス開始 

     ▲24機体制確立 フルサービス 

▲新世代の“GLONAS-K”打上開始 

▲初号機打上 

（2010年9月） 

▲1～3機 

  打上開始 

△7機体制確立 

△4機体制確立 

▲10機体制確立 

31機で運用中 △次世代GPS（-Ⅲ）を順次､打上予定 

運用 開発 

△アジア太平洋地域サービス開始 △  

35機体制確立、全世界運用開始 ▲試験運用開始 

（7機体制△） 

我が国の実用準天頂衛星システムについて（１） 

GNSS（世界の測位衛星システム）の行程表 
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報道から 
産経新聞2011年6月14日 

日本経済新聞2012年4月3日 

我が国の実用準天頂衛星システムについて（２） 
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自由民主党の取り組み 党の政策 


